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山
口
大
学
の
活
動
報
告

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
招
へ
い

水
処
理
技
術
習
得
の
た
め
の
研
修

２
０
２
４
年
２
月
26
日
〜
３
月
６
日
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
リ
ア
ウ
大
学
と
ブ
ン
カ
リ
ス
高
等
専
門
学
校

か
ら
合
計
11
名
を
山
口
大
学
工
学
部
に
招
へ
い
し
、

科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
「
さ
く
ら
サ
イ
エ

ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
Ｃ
：
科
学
技
術
研
修
コ
ー
ス
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

両
校
が
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
リ
ア
ウ
州
に
は
熱

帯
泥
炭
地
が
広
が
っ
て
お
り
、
水
道
原
水
と
な
る
河

川
水
は
泥
炭
由
来
の
色
度
が
高
く
、
通
常
の
水
処
理

技
術
で
は
除
去
が
難
し
い
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
水
処
理
の
基
礎

的
な
知
識
と
技
術
に
加
え
、
特
に
色
度
成
分
を
除
去

す
る
た
め
の
知
識
と
技
術
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

〈
初
日
〉
福
岡
空
港
に
到
着
し
た
研
修
生
は
、
新
幹

線
と
在
来
線
を
乗
り
継
い
で
山
口
大
学
工
学
部
が
あ

る
宇
部
市
に
到
着
し
ま
し
た
。
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
後
、
工
学
部
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

〈
２
日
目
〉
宇
部
市
の
広
瀬
浄
水
場
、
東
部
浄
化
セ

ン
タ
ー
、
東
見
初
広
域
最
終
処
分
場
を
見
学
し
、
各

施
設
で
の
基
本
的
な
処
理
工
程
と
環
境
に
対
す
る
配

慮
を
学
び
ま
し
た
。
浄
水
場
で
は
各
処
理
工
程
で
ｐ

Ｈ
、
電
気
伝
導
度
な
ど
の
水
質
の
簡
易
計
測
を
行
う

と
と
も
に
、
３
日
目
の
水
質
計
測
実
習
の
た
め
に
採

水
も
行
い
ま
し
た
。

〈
３
日
目
〉
午
前
中
に
水
質
の
講
義
を
、
午
後
に
水

質
計
測
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
講
義
で
は
水
質
の
指

標
と
な
る
項
目
の
基
礎
に
加
え
、
泥
炭
地
の
水
質
の

特
徴
に
つ
い
て
講
義
を
行
い
、
午
後
に
は
宇
部
市
広

瀬
浄
水
場
の
各
処
理
工
程
の
水
や
ブ
ン
カ
リ
ス
高
専

の
学
生
が
ブ
ン
カ
リ
ス
島
か
ら
持
参
し
た
色
度
成
分

を
多
く
含
む
水
道
原
水
な
ど
に
つ
い
て
、
色
度
、
濁

度
、
ｐ
Ｈ
、
化
学
的
酸
素
要
求
量
、
一
般
細
菌
な
ど

の
計
測
を
行
い
ま
し
た
。

〈
４
・
５
日
目
〉
午
前
中
に
凝
集
沈
殿
、
ろ
過
、
吸

着
な
ど
の
水
処
理
方
法
に
関
す
る
講
義
を
、
午
後
に

水
処
理
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
凝
集
沈
殿
実
験
で
は
、

模
擬
泥
炭
水
を
用
い
て
ｐ
Ｈ
や
凝
集
剤
の
添
加
量
と
、

色
度
、
濁
度
の
除
去
率
と
の
関
係
に
つ
い
て
観
察
し

ま
し
た
。
凝
集
沈
殿
実
験
は
浄
水
場
で
薬
品
注
入
率

を
決
め
る
た
め
に
不
可
欠
な
試
験
で
あ
り
、
通
常
数

十
万
円
す
る
ジ
ャ
ー
テ
ス
タ
ー
を
用
い
ま
す
が
、
今

回
は
現
地
で
も
簡
単
に
手
に
入
る
材
料
で
簡
易
撹
拌

器
を
一
緒
に
作
製
し
、
簡
易
撹
拌
器
で
も
ジ
ャ
ー
テ

ス
タ
ー
と
同
等
の
結
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

〈
６
日
目
〉
山
口
県
の
水
環
境
見
学
と
し
て
宇
部
市

の
水
道
水
源
で
あ
る
小
野
湖
、
美
祢
市
の
秋
吉
台
・

秋
芳
洞
、
別
府
弁
天
池
を
見
学
し
ま
し
た
。
日
本
名

水
百
選
に
選
ば
れ
て
い
る
別
府
弁
天
池
で
は
、
蛇
口

か
ら
湧
き
水
を
飲
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
驚
き
、

美
味
し
さ
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

〈
７
日
目
〉
昨
年
開
通
50
周
年
を
迎
え
た
関
門
橋
を

見
学
し
ま
し
た
。
ブ
ン
カ
リ
ス
高
専
の
学
生
は
土
木

工
学
科
に
属
し
て
お
り
橋
の
構
造
に
つ
い
て
勉
強
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
50
年
に
わ
た
り
橋
が
安
全
に
維

持
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
興
味
深
く
学
び
ま
し
た
。

下
関
市
か
ら
北
九
州
市
門
司
区
ま
で
関
門
ト
ン
ネ
ル

人
道
を
徒
歩
で
渡
り
、
地
下
ト
ン
ネ
ル
の
排
水
な
ど

に
つ
い
て
も
学
び
ま
し
た
。

〈
８
日
目
〉
午
前
中
、
地
盤
環
境
に
関
す
る
講
義
で

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
414
回

＝
特
別
連
載
＝

山本	浩一
（山口大学	大学院
創成科学研究科
社会建設工学分野教授）
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廃
棄
物
管
理
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
水
質
計
測

実
習
、
水
処
理
実
験
、
水
環
境
見
学
で
学
ん
だ
こ
と

に
つ
い
て
研
修
生
全
員
が
発
表
を
行
い
、
そ
の
後
、

修
了
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
夜
は
大
学
の
食
堂
で

意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
か
ら
の
留

学
生
な
ど
と
の
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

〈
９
日
目
〉
新
幹
線
で
福
岡
市
に
移
動
し
、
海
水
淡

水
化
施
設
「
ま
み
ず
ピ
ア
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。
海

水
淡
水
化
で
用
い
る
逆
浸
透
膜
は
泥
炭
水
に
含
ま
れ

る
色
度
成
分
も
除
去
で
き
る
た
め
、
処
理
の
し
く
み

や
処
理
工
程
な
ど
を
熱
心
に
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

〈
10
日
目
〉
福
岡
空
港
か
ら
無
事
帰
国
の
途
に
つ
き

ま
し
た
。

■
後
日
談
と
今
後
の
展
望

帰
国
後
も
両
校
と
の
交
流
は
続
い
て
お
り
、
２
０

２
４
年
３
月
23
日
に
は
山
口
大
学
地
域
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
研
究
セ
ン
タ
ー
防
災
・
減
災
グ
ル
ー
プ
主
催
、
工

学
部
社
会
建
設
工
学
科
、
グ
ロ
ー
カ
ル
環
境
・
防
災

学
研
究
会
共
催
の
「
第
３
回
山
口
大
学
国
際
同
窓
防

災
・
環
境
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」
で
、
ブ
ン
カ
リ

ス
高
専
の
２
名
の
学
生
が
研
修
で
実
施
し
た
凝
集
沈

殿
実
験
の
結
果
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

24
年
８
月
に
は
、
本
学
工
学
部
の
技
術
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
一
環
で
本
学
学
生
２
名
と
と
も
に
ブ
ン
カ

リ
ス
島
を
訪
問
し
、
ブ
ン
カ
リ
ス
高
専
で
新
た
に
選

抜
さ
れ
た
７
名
の
学
生
と
泥
炭
水
の
凝
集
実
験
、
写

真
測
量
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
滞
在
中
に
は
リ

ア
ウ
大
学
の
教
員
、
ス
タ
ッ
フ
、
学
生
の
総
勢
16
名

が
ブ
ン
カ
リ
ス
島
を
訪
れ
、
本
学
学
生
と
と
も
に
リ

ア
ウ
大
学
泥
炭
災
害
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
第
１

回
泥
炭
地
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
ク
ー
ル
」
に
参
加
し
ま
し

た
。
10
日
ほ
ど
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
滞
在
の
最
後
に
は

リ
ア
ウ
大
学
が
あ
る
プ
カ
ン
バ
ル
市
に
移
動
し
、
２

０
１
５
年
か
ら
続

く
リ
ア
ウ
大
学
工

学
部
と
山
口
大
学

工
学
部
の
学
部
間

学
術
交
流
協
定
を

更
新
す
る
調
印
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

リ
ア
ウ
大
学
で
は

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形

式
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
も
行
わ
れ
、
本

学
学
生
が
現
地
と

オ
ン
ラ
イ
ン
の
両

方
で
日
頃
の
研
究

成
果
を
発
表
す
る

な
ど
研
究
交
流
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
両
校
と

は
教
員
・
学
生
同

士
の
泥
炭
地
関
連

の
研
究
協
力
、
学

生
の
短
期
研
修
を

続
け
て
い
く
予
定

で
す
。
さ
く
ら
サ

イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
技
術
研
修

へ
の
参
加
に
よ
り

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
学

生
の
日
本
へ
の
関

心
が
よ
り
高
ま
る

の
を
目
の
当
た
り

に
し
て
、
こ
れ
ら

の
交
流
が
本
学
大

学
院
へ
の
留
学
に

つ
な
が
る
よ
う
受

け
入
れ
側
の
体
制

も
強
化
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

作製した簡易撹拌機と凝集沈殿実験後の試料水

秋芳洞入口での集合写真

広瀬浄水場見学後の集合写真

水質計測実習




